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第 22 回 ウルトラ FM 番組審議会 

 

１ 開催年月日 

   令和 6 年 3 月 29 日（金） 11：00～12：00 

 

２ 開催場所  

   割烹 万松（須賀川市宮先町）  

 

３ 委員の出席 

   委員総数   6 人 

   出席委員数  6 人 

 

 （１）出席委員の氏名 

     堀江祐介 （委員長） 

安藤清美 （副委員長） 

村上香織 

横山知佳 

真壁正人 

久保木彩歌 

 

 

 （２）欠席委員の氏名 

        なし 

  

（３）放送事業者側出席者 

    吉田有希（代表取締役） 

    栁沼宏延（放送局長） 

          

４ あいさつ 

  （堀江委員長） 

     3 月に入り、忙しい時期に入りました。野球では大谷選手の話題があり、須賀川では桜の開

花が遅くなる話を聞きました。一方では、交通事故のニュースもあり、皆さんにおいては気を

付けてほしい。 

 

  （吉田代表取締役） 

   今年度より代表取締役になりました。よろしくお願いします。ラジオ局に対しては、前代表取
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締役からの関りがあり事業を進めていきたい。開局して 5 年が経ち、こぷろ須賀川としても 10

年となった。これも皆様のご支援があったからだと思う。ラジオ局の立ち上げの経緯を見て、災

害時の役割、地域のコミュニケーションの場としての強みが活かしきれているか。行政からの支

援が減る中で、これからも市民のためにどこまで番組を作ることが必要なのか、考える必要があ

る。今後、市民のための番組制作がスポンサー獲得に繋がっていけるように行っていきたい。 

 

５ 議題 

（１） ふるさと納税返礼番組「社会人・磯貝香澄のあゆみ」（３月９日放送分）について 

（２）その他 

 

６ 議事の概要 

（１） ふるさと納税返礼番組「社会人・磯貝香澄のあゆみ」（３月９日放送分）について事務局か

らの概要説明の後、意見聴取を行った。 

 

（村上委員） 

  ふるさと納税でのラジオ番組はとてもユニークだった。30 分番組として、出演した磯貝さん

の生い立ちを生き生きと、楽しく話していたことがとても聴いていて中身があった話で良かっ

た。20 代の若者と感じさせられる番組内容だった。司会者の進行が良く、番組内容が、自身の

ふるさとの話、学生時代、就職活動、今後の仕事の話について聞けたことが良かった。音楽につ

いては、聞いていて抵抗があるものだった。 

 

（横山委員） 

  磯貝さんは会社では採用担当で学校説明を行っているので、話には慣れている人だと思った。

話がとても聴きやすい内容だった。番組全体が、現在就職活動を行っている若者に対して、夢や

希望を感じるものだった。 

 

（真壁委員） 

  ふるさと納税番組の体験内容がどの様なものか気になった。返礼品が番組というアイディアは

とても面白く、これまでふるさと納税を活用した番組制作の事例が今回の応募にもつながったの

ではないか。磯貝さん自身の仕事への意識の高さを感じる内容だった。また、この番組制作体験

が広がって行けるのであれば、もっとふるさと納税返礼品としてのアピールが大事になっていく

のではないか。 

 

（久保木委員） 

  ウルトラ FM のふるさと納税返礼品としての商品内容説明がもっとわかるよう、番組の中で

もっと説明があった方が番組全体の趣旨が伝わる内容だったのではないか。磯貝さんとパーソナ
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リティの武藤さんとの掛け合いがとても聴いていて心地良かった。番組内容が、就職で良いこと

だけでなく、心配や苦労など、共感できる所があった。ただ、放送時間帯がこの時間で良かった

のかと思う。この番組はいろいろな方に聞いてもらいたい内容だったので、放送時間は考慮でき

なかったのか。 

 

（柳沼局長） 

  今回の番組は、磯貝さんの買取番組として番組を制作しました。放送日時に関しては磯貝さん

の希望で放送されましたが、多くの人にも聞いていただけるよう、再放送も含め対応したい。 

 

（安藤副委員長） 

  ウルトラ FM の番組中では異色の番組でした。ふるさと納税返礼品としての放送する経緯や

きっかけの話が、番組のはじめにあれば、放送内容がより分かりやすかったのではないか。パー

ソナリティの武藤さんとの掛け合いはとても良かった。就職の話、就職活動の話、一人暮らしの

苦労、会社の話、私的な話、今の就活など、ストーリーの流れが良かった。須賀川に関係のない

方の番組なのに感動した。パーソナリティの聞き方が良かったからだと思う。 

 

（堀江委員長） 

  話したい内容は、皆さんと同じだった。初めにふるさと納税でラジオ番組を出来ることは知っ

たが、もう少し返礼品の説明があった方が良かったと思う。おそらく、返礼品で買った会社の社

長としてはもっと自社の PR をしてほしいと思ったが、局としてどの様に感じているのか。 

 

（柳沼局長） 

  ふるさと返礼品の番組内容は、事前に打ち合わせを行った後に収録を行うが、この番組に関し

ては買取番組なので、会社の PR を行っても良い。ただし、その中身については一度放送局とし

て放送して良い内容なのかは確認します。 

 

（横山委員） 

  ふるさと納税は自分が住んでいる街へすることが出来ない。ウルトラ FM で、感謝の声を放送

できるような、お祝いメッセージ商品があるうれしい。考えることは出来るか。 

 

（柳沼局長） 

  どの様に商品化できるか考えたい。 

 

（２）その他 

・特になし 
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7 報告 

事務局の栁沼局長から、4 月の番組改編について説明が行われた。 

 

8 審議会の答申又は意見に対してとった措置の内容及び年月日 

   ・特になし 

 

9 審議会の意見の概要の公表 

公表方法：自社ホームページへの掲載 

公表内容：本議事録 

公表年月日：令和 6 年 4 月 5 日 

 

10 その他の事項 

次回の放送番組審議会日程について 

  ・令和 6 年 6 月を予定。開催日は会長と相談の上決定し、委員に連絡する。 


